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太田川河川事業の実施 
（河川整備計画に基づき実施） 

■太田川の河川事業は平成23年5月策定の「太田川水系河川整備計画」に基づいて行っています。この事業の内容及び進め方に関して、 
 河川整備計画策定以後も、ご審議をいただいた委員の方々（学識者等）から、社会情勢の変化や地域の意向、河川整備の進捗状況、 
 進捗の見通しなどを整備計画に適切に反映できるよう、多方面からのご確認（点検）とご助言をいただくことで、より良い河川事業 
 を推進することを目的としています。 
■点検の結果、整備計画の変更が必要な場合は「整備計画変更の手続き（併せて事業評価等）」を行います。 

 
１）流域の社会情勢の変化 
  ➀土地利用の変化 
  ②人口・資産の変化 
  ③洪水等による災害の発生 
２）地域の意向 
  ➀地域の要望 
３）事業の進捗状況 
  ➀事業完了箇所 
  ②事業箇所の進捗状況 
４）事業進捗の見通し 
  ➀当面の段階的整備の予定 
５）河川整備に関する新たな視点 
  ➀河川整備関連の法律改正・ 
   新施策への対応 

点検 

整備計画の内容 
変更が必要 

＋ 

太田川河川整備懇談会 

整備計画変更 

事業評価等 

反映 
再点検のタイミング 
・概ね３～５年毎 
・流域の社会情勢の変化に 
 応じて 
・事業進捗に応じて など 

点検の視点 

第11回 太田川河川整備懇談会 

前回点検 
 平成２９年7月 

整備計画変更 

今回の太田川河川整備懇談会の位置づけ 第11回 太田川河川整備懇談会 
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河川整備計画策定以降の経緯の整理 

H23年             H26年       H27年          H29年     H30年       H31年 

河川整備計画策定以降の経緯 

 

太
田
川
水
系 

河
川
整
備
計
画 

策
定 

5月 

 

（
整
備
計
画
進
捗
点
検
、
根
谷
川
の
計
画
変
更
案
） 

「
太
田
川
河
川
整
備
懇
談
会
」
開
催 

8月 

 
（
整
備
計
画
進
捗
点
検
・
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成
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7
月
豪
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を
ふ
ま
え
た
点
検
） 

「
太
田
川
河
川
整
備
懇
談
会
」
開
催 

3月 
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広
島
豪
雨
災
害
が
発
生 

8月 

 

平
成
30
年
7
月
豪
雨
が
発
生 

7月 

 

太
田
川
水
系 

河
川
整
備
計
画
変
更
案
の
検
討 

H31年 
度内 7月 

 

（
整
備
計
画
進
捗
点
検
） 

「
太
田
川
河
川
整
備
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
」
開
催 

第11回 太田川河川整備懇談会 



太田川水系河川整備計画の点検に関する資料 
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（１）事業の進捗状況について 
（２）流域の社会情勢の変化について 
   （洪水等による災害の発生） 



（１）事業の進捗状況について 
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対象河川 対象期間 整備目標

太田川
三篠川
根谷川
古川

概ね30年 　洪水に対しては、下流デルタ域及び下流部においては、戦後最大
洪水である平成17年9月規模の洪水が発生しても浸水被害の防止
を図るとともに、中流部では浸水被害の軽減を図る。支川において
は、戦後最大洪水（三篠川：昭和47年7月洪水、根谷川：平成26年
8月洪水、古川：昭和20年9月洪水）が再び発生しても浸水被害の防
止又は軽減を図る。
　高潮に対しては、下流デルタ域では、伊勢湾台風規模の台風が台
風期の朔望平均満潮時に広島湾に最も危険なコース（昭和26年10
月ルース台風）を通過した場合でも、越水による浸水被害（越波によ
る浸水被害は除く）の防止を図る。

整備等の内容 

１ 下流デルタ域・下流部：洪水対策（堤防整備、河道掘削等） 
 下流デルタ域・下流部においては、流下能力が不足している箇所にお
いて河道掘削や堤防整備を行う。 
 また、大芝水門及び祇園水門の改築を行う。 
２ 下流デルタ域：高潮対策（高潮堤防整備） 
 下流デルタ域においては、盛土施工後の圧密沈下を考慮し段階的な高
潮堤防の整備を行う。 

３ 下流デルタ域：地震対策（耐震対策、緊急用河川敷道路） 

 下流デルタ域においては、想定される地震動による耐震対策を行う。 

 また、太田川放水路において緊急用河川敷道路の整備を行う。 

４ 下流デルタ域・下流部・支川（三篠川・古川）：河川堤防の浸透対策 

 過去の被災履歴等を含め浸透に対する安全性が相対的に低い箇所より、
河川堤防の浸透対策を行う。 

５ 中流部：洪水対策（堤防整備、河道掘削、輪中堤・宅地嵩上げ等） 

 河道掘削や連続堤としての堤防整備といった一般的な流下能力向上対
策に合わせ、沿川の土地利用等を考慮し、輪中堤整備・宅地嵩上げ等に
よる家屋の床上浸水対策を行う。 

６ 支川(三篠川・根谷川・古川)：洪水対策（堤防整備、河道掘削等） 

 流下能力が不足している箇所において堤防整備、河道拡幅や河道掘削、
堰の改築、橋梁の架替等を行う。 

７ 支川矢口川：内水氾濫対策 

 支川矢口川流域において、「矢口川総合内水対策計画」に基づき、排
水機場の増設を行う。 

国管理区間の河川整備計画の対象期間と整備目標 

【整備メニュー】 

       河道掘削 

       堤防整備（高潮堤防含む） 

       堤防の浸透対策 

       耐震対策 

       堰改築、橋架替      

       緊急用河川敷道路整備 

       内水対策 

       水門改築 

天
満
川 

太田川中流部 

2 

2 
487 

2 

183 

54 

54 

191 

広島東 
IC 

仁保 
JCT 

広島 
IC 

太
田
川 

矢口川：内水氾濫対策 

祇園・大芝水門改築 

太田川下流デルタ域、下流部、支川 

根谷川 
・洪水対策 

三篠川 
・洪水対策 
・河川堤防の浸透対策 

古川 
・洪水対策 
・河川堤防の浸透対策 

下流部 
・洪水対策 
・河川堤防の浸透対策 

下流デルタ域 
・洪水対策 
・高潮対策 
・地震対策 

【整備メニュー】 

      河道掘削 

      堤防整備 

191 

433 

186 

広島北 
IC 

433 

太田川中流部 

太田川 

滝
山
川 

西
宗
川 

広島北 
JCT 

温井ダム 

安芸太田町 

安佐南区 

北広島町 

191 

安佐北区 

佐伯区 

191 

戸河内 
IC 

柴木川 

186 

261 

中流部 
・洪水対策 

太田川中流部 

河川整備計画の主なメニュー 事業の進捗状況 
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治水 


洪水一覧



				洪水発生年月日		発生原因		流域平均
2日雨量
(玖村上流)
(mm/2日)		流量(m3/s)
<地点名>		被害状況														備考

												水害区域面積		被災家屋数

														総数 ソウスウ		家屋全壊		家屋半壊		流失		床上浸水		床下浸水

				昭和18年(1943) 9月20日		台風26号		298		6,700
<西原>		32,811町歩		17,632戸		471戸		574戸		459戸		16,128戸				昭和23年改修計画
計画高水流量6,000m3/s
<西原地点>

昭和50年工事実施基本計画
基本高水流量12,000m3/s
計画高水流量7,500m3/s
<玖村地点>

平成19年河川整備基本方針
基本高水流量12,000m3/s
計画高水流量8,000m3/s
<玖村地点>


				昭和20年(1945) 9月18日		枕崎台風		259		5,900
<西原>		10,651町歩
(広島県内)		50,028戸
(広島県内)		2,127戸		3,375戸				24,168戸		20,358戸

				昭和25年(1950) 9月13日		キジア台風		237		4,500
<玖村>		3,594町歩		28,503戸		403戸				3戸		4,592戸		23,505戸

				昭和26年(1951)10月15日		ルース台風		259		4,500
<玖村>		1,550町歩		2,712戸		家屋流失全壊88戸		98戸				84戸		2,442戸

				昭和40年(1965) 7月23日		梅雨前線		219		4,300
<玖村>		494ha		851戸		3戸		3戸		2戸		118戸		725戸

				昭和47年(1972) 7月12日		梅雨前線		309		6,800
<玖村>		約200ha		約1,000戸

				平成11年(1999) 6月29日		梅雨前線		154		3,800
<矢口第1>		不明		324戸		13戸		8戸				110戸		193戸

				平成17年(2005) 9月 7日		台風14号		240		7,200
<矢口第1>		約130ha		486戸		4戸		一部損壊44戸				284戸		154戸

				平成22年(2010) 7月14日		梅雨前線		241		4,500
<矢口第1>
(流量観測値1))		約34ha		約70戸

				1)  洪水時に実際に流水の流速を計測し、断面積に乗じて算定した流量のこと。





Sheet3



				洪水発生		流域平均		流量(m3/s)		被　害　状　況		備考

				年月日		2日雨量		<地点名>

				(発生原因)		(玖村上流)

						(mm/2日)

				15969		298		6,700		水害区域面積：32,811町歩		昭和23年

				(台風26号)				<西原>		被災家屋数：17,632戸(家屋全壊471戸、半壊574戸		改修計画

										流失459戸、床上浸水16,128戸)		計画高水流量

												6,000m3/s

												<西原地点>



												昭和50年

												工事実施基本計画

												基本高水流量

												12,000m3/s

												計画高水流量

												7,500m3/s

				16698		259		5,900		水害区域面積：10,651町歩(広島県内)		<玖村地点>

				(枕崎台風)				<西原>		被災家屋数：50,028戸(家屋全壊2,127戸、半壊3,375戸

										床上浸水24,168戸、床下浸水20,358戸) (広島県内)		平成19年

				18519		237		4,500		水害区域面積：3,594町歩		河川整備基本方針

				(キジア台風)				<玖村>		被災家屋数：28,503戸(家屋全壊403戸、流失3戸		基本高水流量12,000m3/s

										床上浸水4,592戸、床下浸水23,505戸)		計画高水流量

				18916		259		4,500		水害区域面積：1,550町歩		8,000m3/s

				(ルース台風)				<玖村>		被災家屋数：2,712戸(家屋流失全壊88戸、半壊98戸		<玖村地点>

										床上浸水84戸、床下浸水2,442戸)

				23946		219		4,300		水害区域面積：494ha

				(梅雨前線)				<玖村>		被災家屋数：851戸(家屋全壊3戸、半壊3戸、流失2戸

										床上浸水118戸、床下浸水725戸) 

				26492		309		6,800		水害区域面積：約200ha

				(梅雨前線)				<玖村>		被災家屋数：約1,000戸

				36340		154		3,800		水害区域面積：不明

				(梅雨前線)				<矢口第1>		被災家屋数：324戸(家屋全壊13戸、半壊8戸

										床上浸水110戸、床下浸水193戸）

				38602		240		7,200		水害区域面積：約130ha

				(台風14号)				<矢口第1>		被災家屋数：486戸(家屋全壊4戸、一部損壊44戸

										床上浸水284戸、床下浸水154戸）

				40373		241		4,500		水害区域面積：約34ha

				(梅雨前線)				<矢口第1>		被災家屋数：約70戸

								(流量観測値))





目標

				対象河川 タイショウ カセン		対象期間		整備目標

				太田川
三篠川
根谷川
古川

		概ね30年




		　洪水に対しては、下流デルタ域及び下流部においては、戦後最大洪水である平成17年9月規模の洪水が発生しても浸水被害の防止を図るとともに、中流部では浸水被害の軽減を図る。支川においては、戦後最大洪水（三篠川：昭和47年7月洪水、根谷川：平成26年8月洪水、古川：昭和20年9月洪水）が再び発生しても浸水被害の防止又は軽減を図る。
　高潮に対しては、下流デルタ域では、伊勢湾台風規模の台風が台風期の朔望平均満潮時に広島湾に最も危険なコース（昭和26年10月ルース台風）を通過した場合でも、越水による浸水被害（越波による浸水被害は除く）の防止を図る。 コウズイ タイ タカシオ タイ カリュウ イキ イセワン タイフウ キボ タイフウ タイフウ キ サクボウ ヘイキン マンチョウジ ヒロシマ ワン モット キケン ショウワ ネン ガツ タイフウ ツウカ バアイ エッスイ シンスイ ヒガイ エッパ シンスイ ヒガイ ノゾ ボウシ ハカ





メニュー進捗



				分野		河川整備計画の主なメニュー		進捗状況		個別整理

				治水		下流デルタ域：高潮対策

						下流デルタ域：耐震対策

						下流デルタ域・下流部・支川：浸透対策

						中流部

						根谷川

						河川環境の整備と保全に関する事項（整備計画記載内容実施状況）

				利水		河川の適正な利用及び流水の正常な機能に関する実施状況

				環境		河川整備関連の法律改正・新施策への対応

				維持管理		河川の維持管理対策に関する実施状況

						ソフト対策に関する実施状況（地域防災力の再構築）

						ソフト対策に関する実施状況（地域との連携）

						想定最大の浸水想定区域図

						水防災意識社会再構築ビジョン









整備箇所 主な整備内容 河川整備計画期間（概ね30年） 

治
水 

太
田
川 

下流デルタ域 

洪水対策                                       

高潮対策 

地震対策 

大芝・祇園水門の改築                                       

下流部 洪水対策 

中流部 洪水対策                                       

三篠川 洪水対策                                       

根谷川 洪水対策                                       

古川 堤防整備                                       

矢口川 内水対策 

堤防の浸透対策 

8年 

H28完成 

H29完成 

H29亀山地区 

H30年度 H40年度 H50年度 

H30年度末時点 

ロードマップ 

H26.8洪水対応 

事業の進捗状況 
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0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00 6.00 7.00 8.00 9.00 10.00

整備済

未整備
高
潮
堤
防
の
整
備
延
長

(km)

(9.40/9.40km)

進捗率 100%

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00 6.00 7.00 8.00 9.00 10.00

整備済

未整備
高
潮
堤
防
の
整
備
延
長

(km)

(3.50/9.40km)

進捗率 35%

 下流デルタ域における高潮対策については、第3段階（計画高潮位：T.P.+4.4m）までの整備を目標としています。 
 現在、第2段階（再度災害防止：T.P.+3.4m）までの整備が完了しています。 
 第3段階の進捗率は35%であり、平成30年代の完成を目指して整備を進めています。 

 河川整備計画の整備予定区間を対象に今後も下流デルタ域において高潮対策を進め
ます。 

 下流デルタ域においては、盛土施工後の圧密沈下を考慮し段階的な高潮堤防の整備を実施
しています。 
 過去の高潮被害の再度災害防止対策として、第2段階施工高のT.P.+3.4mまでの整備を優先
的に実施し、順次、河川整備計画で定めた計画高潮位T.P.+4.4m（第3段階）までの高潮堤防の
整備を実施しています。 

 

図 5.1.6 高潮堤防の整備イメージ図 

現地盤 

T.P.+4.40m 計画高潮位 
T.P.+3.40m 

H16既往最高潮位 T.P.+2.96m 

 

計画堤防高 

 
T.P.+5.00～6.90m 

第 3 段階 

 第 2 段階 

 

第 1 段階 

 

第 4 段階 

 

※本計画期間内では、第3
段階までの整備を実施 

天
満
川 

487 

2 

183 

仁保 
JCT 

2 

2 

太
田
川 

【整備メニュー】 

     堤防整備（高潮堤） 

     事業完了箇所 

     事業中箇所 

     事業未実施箇所 注1） 

太田川左岸(-3.40k～-1.50k)注2 

天満川左岸(1.00k～1.10k) 

旧太田川左岸(1.70k～2.50k) 

旧太田川右岸(2.10k～2.70k) 

天満川左岸(1.50k～2.60k) 

天満川右岸(-0.37k～-0.30k) 

天満川右岸(1.00k～2.10k) 

元安川右岸(1.20k～2.60k) 

元安川左岸(1.20k～2.60k) 

注1）事業未実施箇所については第2段階の高さは確保済 
注2）パラペットにて第3段階の高さは確保済 

天満川右岸(-0.8k～-0.37k) 

天満川右岸(2.20k～2.60k) 

事業の概要 

天満川（右岸2K2～2K4施工中） 

第3段階の整備率 

治水2：下流デルタ域：高潮対策（高潮堤防整備） 事業の進捗状況(H30年度) 
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実施と達成（平成30年度末時点） 

今後の予定 

第2段階の整備率 



 太田川（下流デルタ域、下流部）、三篠川、根谷川、第1古川において浸透対策を実施している。現在の進捗率は39％となっています。 

 過去の被災履歴等を含め浸透に対する安全性が相対的
に低い箇所より、河川堤防の浸透対策を実施しています。 

 河川整備計画の整備予定区間を対象に今後も下流デ
ルタ域・下流部・支川において浸透対策を進めます。 

対策工の例 

事業の概要 

今後の予定 

堤防の裏法尻に排水工を設置し、堤防内の浸透水位を
下げることで浸透に対する安全性を確保します。 

【整備メニュー】 
     浸透対策実施箇所 
     事業完了箇所 
     事業中箇所 
     事業未実施箇所 

施工中 

（H29年度）完成 
右岸12k500付近 

施工後 

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00 12.00 14.00 16.00 18.00

整備済

未整備
浸
透
対
策
の
整
備
延
長

(km)

(6.41/16.41km)

進捗率 39%

太田川左岸(11.45k～12.36k) 

太田川右岸(5.00k～5.80k) 

古川右岸(1.90k～2.50k) 

太田川左岸(15.30k～16.00k) 

太田川右岸(12.28k～12.73k) 

太田川右岸(8.39k～10.59k) 

太田川右岸(11.71k～11.91k) 

太田川右岸(10.88k～11.16k) 

太田川左岸(4.95k～5.80k) 

太田川右岸(15.40k～16.10k) 

太田川右岸(7.30k～7.73k) 

三篠川右岸(0.00k～1.30k) 

三篠川左岸(-0.80k～4.30k) 

太田川左岸(3.00k～3.50k) 

三篠川右岸(1.60k～2.60k) 

実施と達成（平成30年度末時点） 

治水4：下流デルタ域・下流部・支川(三篠川・古川)：浸透対策          事業の進捗状況(H30年度) 
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治水(6) 根谷川：洪水対策（堤防整備、河道掘削等）  

 支川根谷川においては、流下能力が不足している箇所において河道
拡幅や河道掘削、堰の改築、橋梁の架替、堤防整備等を実施している。 
3.4kより上流の区間では河道拡幅に伴う用地買収等は概ね完了しており、
流下能力の向上に向けて順次整備を進めています。 

 河川整備計画の整備予定区間を対象に今後も河道整備を進めます。 

事業の概要 

今後の予定 

 平成26年8月洪水は、整備計画策定時の戦後最大の平成18年9月洪水を上回る洪水となりました。 

 平成30年代前半の完成を目指して整備を進めています。 

根谷川整備状況（高松橋付近） （H30年6月） 

橋架替 
(東原橋) 

堤防整備 堤防整備 

堤防整備 

河道掘削 

【整備メニュー】 
     河道掘削 
     堤防整備 
     堰改築、橋架替 
     事業完了箇所 
     事業中箇所 
     事業未実施箇所 

実施と達成 

現在の堤防の外に新しい堤防を築き、川幅を広げます
これを引堤（ひきてい）といいます
また、堰の改築・水路整備も行います

引堤

工事完了後の河道

工事前の河道

H26.8.20水位
はん濫

※現地状況によって施工順序が前後する場合があります

河道内（川底や旧堤防、旧堰堤）を掘削します

掘削

追加掘削

工事後の水位

橋架替 

(吉田橋) 

堰改築 

（H24年12月） 

 治水6：根谷川：洪水対策（堤防整備、河道掘削等） 事業の進捗状況(H30年度) 
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吉田橋 
（H30年2月共用） 

吉田橋 



 下流デルタ域の高潮対策として、世界遺産原爆ドーム周辺のバッファーゾーンの高潮堤防整備に着手に向けて、関係機関との調整を
行っています。 

 下流部の洪水対策として、亀山地区において背後地のまちづくりと一体となった堤防整備等に着手しています。 

新駅

JR延伸 L=約1.6km

堤防整備延長 L=1.4km

安佐市民病院移転

  

堤防整備 

(亀山地区
) 

下流部(亀山地区)洪水対策 
【整備メニュー】 

     河道掘削 
     堤防整備 
     堰改築、橋架替 
     事業完了箇所 
     事業中箇所 
     事業未実施箇所 

関係機関との合同現地調査 
により支障物件等を確認 

旧太田川・元安川（バッファーゾーン） 

■亀山地区改修 
・広島市安佐北区亀山地区では、平成２９年３月にＪＲ可部線の延
伸による新駅『あき亀山駅』が開業。 
・広島市北部地域の唯一の災害拠点病院である安佐市民病院の
移転予定（平成３４年開業予定）。 
・平成33年度完成を目指して堤防整備を実施。 世界遺産 原爆ドーム 

天
満
川 

487 

2 

183 

仁保 
JCT 

2 

2 

太
田
川 

【整備メニュー】 

     堤防整備（高潮堤） 

     事業完了箇所 

     事業中箇所 

     事業未実施箇所 注1） 

太田川左岸(-3.40k～-1.50k)注2 

旧太田川左岸(1.70k～2.50k) 

旧太田川右岸(2.10k～2.70k) 

天満川左岸(1.50k～2.60k) 

天満川右岸(-0.37k～-0.30k) 

天満川右岸(1.00k～2.10k) 

元安川右岸(1.20k～2.60k) 

元安川左岸(1.20k～2.60k) 

注1）事業未実施箇所については第2段階の高さは確保済 
注2）パラペットにて第3段階の高さは確保済 

天満川右岸(-0.8k～-0.37k) 

天満川右岸(2.20k～2.60k) 

天満川左岸(1.00k～1.10k) 

バッファーゾーン 

下流デルタ域（バッファーゾーン）高潮対策 

今後の主な整備箇所 事業の進捗状況(H30年度) 
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堤防整備・河道掘削 
（H31年2月施工中） 



 祇園・大芝水門は、完成から50年以上が経過し、機械設備をはじめとして老朽化が進んでおり、大規模地震発生による損傷や設備動作不良時には
分派機能に支障をきたす恐れがあります。 

 祇園・大芝水門建設時放水路4,000：市内派川2,000で築造されており、太田川河川整備基本方針（H19年策定）の分派比放水路4,500：市内派
川3,500に対応できていません 

 放水路完成以降、市内派川の改修も進み、現況で3,000㎥/ｓ以上の能力を有していることから、早期に分派施設を改築し、放水路の負荷を軽減す
る必要があります。 

今後の主な整備箇所（祇園・大芝水門の課題） 事業の進捗状況(H30年度) 

11 

祇園・大芝水門の諸元・老朽化 構造諸元 
・固定堰（高水敷）と可動堰 
（低水路）の複合堰 
・昭和40年完成 
耐震・老朽化 
・ゲート巻上げ部のイオン 
・堰柱・門柱・ゲート・基礎の 
 すべて耐震性能不足 

祇園水門 

大芝水門 

構造諸元 
・固定堰と可動堰の複合堰 
・昭和39年完成 
耐震・老朽化 
・水平桁リブ材の腐食 
・ゲートリベットの腐食 
・堰柱・門柱・ゲート・基礎の 
 すべて耐震性能不足 

太田川放水路 

計画高水： 
3,500m3/s 

市内派川 

計画高水： 
4,500m3/s 

祇園水門 

大芝水門 

太田川本川 

祇園・大芝水門地点分派比 

改訂年 計画高水流量(m3/s) 流量配分図

昭和23年
玖村

放水路
市内派川

6,000
4,000
2,000

昭和50年
玖村

放水路
市内派川

7,500
4,000
3,500

平成19年
玖村

放水路
市内派川

8,000
4,500
3,500

※現在の水門は放水路4,000m3/s、
市内派川2,000m3/sで分流させる構造

※現在の流量配分

6,000m3/s放水路 4,000m3/s

市内派川 2,000m3/s

7,500m3/s放水路 4,000m3/s

市内派川 3,500m3/s

8,000m3/s放水路 4,500m3/s

市内派川 3,500m3/s

【祗園】リベット腐食 【祗園】水平桁リブ材腐食 

【大芝】ゲート巻上げ機 
【祗園】リベット腐食 

改築により 
玖村地点8,000㎥/ｓ 
（計画高水）流下時 

約300㎥の効果 

＊ 
H17年9月 
洪水 

分流前流量（m3/s） 

市
内
派
川
流
量
（
m
3/

s）
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玖村地点8,000㎥/ｓ（計画高水）流下時
市内派川に約3,000㎥/ｓしか分派出来ない
＝放水路が500超過する

現況

現況市内派川能力
約3,300㎥/ｓ

計画
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現況

現況市内派川能力
約3,300㎥/ｓ

計画

祇園・大芝水門　分派比グラフ　





 太田川河川整備計画策定以降、太田川中流部の床上浸水対策工事が完了し、浸水被害を軽減する効果を発揮する一方、洪水流が河道内に流
れやすい状況となっています。 

 また、平成26年8月洪水、平成30年７月洪水と大規模洪水が頻発し、その洪水に対する再度災害防止の整備の促進が急務となっています。 

 祇園・大芝水門は、太田川本川ならびに支川の洪水流があつまり流下してきた際に、広島市街地を洪水被害から守る役割を担っています。このため、
今後の太田川中流部や支川の整備促進による流量負荷に対応し、市内派川の流下能力も踏まえた適切な分派機能を有する施設に改築することが
必要です。 

今後の主な整備箇所（祇園・大芝水門の課題） 事業の進捗状況(H30年度) 
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整備計画策定以降の太田川中流部・支川の河川整備        

○太田川中流部：床上対策事業の完成（H28年度） 
 ・平成17年9月洪水による太田川中流部床上浸水の解消 
  （堤防整備、宅地嵩上げなど） 

○平成30年7月洪水に対応した三篠川災害復旧・河川整備促進（今後） 
 ・平成30年7月豪雨により浸水被害のあった箇所の築堤整備 
 ・樹木伐採・堆積土砂の撤去 
 ・県管理区間の災害復旧工事（河道掘削等） 

○平成26年8月洪水に対応した根谷川河川整備の促進（継続中） 
 ・平成26年8月洪水による浸水被害解消に対応した河川整備 
  （引堤、河道掘削など） 

祇園・大芝水門 

根谷川改修 

三篠川改修 

三篠川災害復旧(県) 

床上対策事業 

広島県災害復旧のイメージ 



（２）流域の社会情勢の変化について 
   （洪水等による災害の発生） 

～平成30年7月豪雨をふまえた点検～ 
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平成30年7月豪雨の概要 
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広島県で発生した線状降水帯。
7月6日19時10分～20時00分の 
実況の高解像度降水ナウキャス
トによる降水強度分布(mm/h)の
10 分毎の時系列。 
矢印は線状降水帯を形成する積
乱雲の動きを示す。 

■平成30年7月豪雨は、特に2～3日間（48時間～72時間）の降水量が記録的に多い地域が、普段雨の少ない瀬戸内地方を含め、西日本から 
 東海地方を中心に広い範囲にわたったことが大きな特徴でした。 
■降水量としては、山陰側に比べ、中国山地の南側や瀬戸内海沿岸に多く降りました。 
■いくつかの地域・時間帯においては、局地的に線状降水帯が形成され、激しい雨が数時間降り続き、周囲に比べてさらに総雨量が多く 
 なりました。 

※広島地方気象台提供 

広島 広島 広島 広島 広島 広島 

佐波川流域 

高津川流域 

小瀬川流域 

太田川流域 

江の川流域 

日野川流域 
斐伊川流域 

芦田川流域 

高梁川流域 

旭川流域 

吉井川流域 

天神川流域 
千代川流域 

雨量分布図（解析雨量）（7/5 0:00～7/9 9:00） 

※広島地方気象台提供 
※広島地方気象台提供資料を一部加工 

平成30年7月豪雨の概要【中国地方全体】 第11回 太田川河川整備懇談会 

15 ※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 



平成30年7月豪雨の概要（太田川流域） 

■平成30年7月5日から7日にかけて、梅雨前線が本州付近に停滞し、この前線へ向かって暖かく湿った空気が流れ込み、前線の活発な活動
が続いたため、太田川流域でも断続的に激しい雨が降り、多いところでは降り始めからの累加雨量※が400㎜を超えました。 

■三篠川流域の2日雨量としては昭和3年の観測開始以降最大の405mm、太田川流域全体でも戦後第3位となる301mmを記録しました。 

【降雨状況】 

三篠川流域 

太田川流域 

5日9時~7日9時 

凡例(mm/2日) 

※2日雨量は9時日界で算出 
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三篠川流域 年最大2日雨量 太田川流域 年最大2日雨量 
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2日雨量分布（国土交通省XRAIN） 

第11回 太田川河川整備懇談会 

405 301 309 304 

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 



平成30年7月豪雨の概要（太田川流域） 

■平成30年7月5日から7日にかけての集中的な降雨により、太田川水系三篠川の中深川水位観測所及び根谷川の新川橋水位観測所に 

 おいて氾濫危険水位を超過しました。 

【水文状況】 

氾濫危険水位を超え、 
計画高水位に迫る 

5.02mを観測 
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太田川水系三篠川 中深川観測所水位 

太田川水系太田川 飯室観測所水位 

太田川水系根谷川 新川橋観測所水位 

太田川水系太田川 矢口第一観測所水位 

第11回 太田川河川整備懇談会 

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 
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飯室の年最大流量（実績値）H-Q換算値
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玖村・矢口第一の年最大流量（実績値）H-Q換算値
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新川橋の年最大流量（実績値）H-Q換算値
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中深川の年最大流量（実績値）H-Q換算値

平成30年7月豪雨の概要（太田川流域） 

■三篠川では、整備目標である昭和47年7月洪水を上回る戦後最大の1,590m3/sの流量を記録しました。 

【水文状況】 

18 

太田川水系三篠川 中深川観測所 年最大流量 

太田川水系太田川 飯室観測所 年最大流量 

太田川水系根谷川 新川橋観測所 年最大流量 

太田川水系太田川 玖村・矢口第一観測所 年最大流量 

三篠川では戦後最大を
超える流量を観測 

第11回 太田川河川整備懇談会 

1,590 

1,200 

350 

610※ 

※H26.8洪水流量は氾濫戻し後流量を記載 

2,500 

7,200 

4,600 

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 



■太田川水系三篠川では整備計画の目標流量を超える洪水で、越水等や内水により家屋等の浸水被害が発生したほか、鳥声橋の流失(国管
理区間)、JR芸備線の第一三篠川橋梁の流失(県管理区間)及び堤防の欠損などの被害が多数発生しました。 

■太田川水系根谷川においても、堤防の欠損が発生しました。 

平成30年7月豪雨の概要 【三篠川・根谷川沿川の被災状況】 

【護岸損壊】 L=50m 
三篠川右岸9k500付近 

【堤防欠損】 L=100m 
三篠川左岸6k400付近 

＜三篠川（国管理区間）の被災状況＞ 
浸水面積  ： 約29ha 
浸水戸数  ： 約320戸 
堤防欠損等 ： 4箇所 
 

＜根谷川（国管理区間）の被災状況＞ 
堤防欠損  ： 1箇所 

位置図 

根谷川 

三篠川 

太田川 

凡例 
   ：越水・溢水 
   ：内水 
▲ ：堤防欠損等 
■  ：その他 
 

【堤防欠損】 L=70m 
三篠川右岸5k600付近 

【溢水】 
三篠川左岸6k000付近 

【堤防欠損】 L=30m 
根谷川右岸4k200付近 

根
谷
川 

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 

【堤防欠損】 L=35m 
三篠川右岸4k200付近 

【溢水】 
三篠川右岸3k000付近 

根
谷
川→

 

※内水による浸水被害含む 

【溢水】 
三篠川左岸4k800付近 

【越水】 
三篠川右岸5k900付近 

県管理区間 

国管理区間 

県管理区間 

国管理区間 

【橋梁流失】 
JR芸備線の橋梁流失（県管理区間） 

【橋梁流失】 
鳥声橋の流失 

三篠川 

三篠川 
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第11回 太田川河川整備懇談会 

とりごえ 



緊急対策工事完成状況 

(7月7日) 
夜間施工状況 

堤防の欠損状況(7月7日) 

× 

R5k400 

堤防が決壊していた場合の想定浸水範囲 

■三篠川右岸5k600(広島県広島市安佐北区上深川地先)では計画高水位を上回り、堤防が欠損しました。 

■水位の高い状況が継続していた場合、広範囲で被害が発生していた可能性が想定されます。 

■なお、堤防欠損箇所は24時間体制で緊急対策工事を実施し、平成31年6月の出水期までに本復旧を完了予定です。 

平成30年7月豪雨の概要 【三篠川の堤防欠損箇所の緊急対策工事】 

20 

第11回 太田川河川整備懇談会 

堤防欠損 



緊急対策工事完成状況 

(7月7日) 

夜間施工状況 

堤防の欠損状況(7月7日) 

× 
R3k800 

根谷川 

太田川 

堤防が決壊していた場合の想定浸水範囲 堤防からの越水状況(7月7日) 

根谷川 

平成30年7月豪雨の概要 【根谷川の堤防欠損箇所の緊急対策工事】 
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第11回 太田川河川整備懇談会 

■根谷川右岸4k200(広島県広島市安佐北区可部3丁目地先)の水位は計画高水位を上回り、堤防が欠損しました。 

■河川水位が高い状況が継続していた場合、可部町内の広範囲に被害が発生していた可能性があります。 

■なお、堤防欠損箇所は24時間体制で緊急対策工事を実施し、平成31年6月の出水期までに本復旧を完了予定です。 

堤防欠損 



平成30年7月豪雨の概要 【内水被害に対する水防活動】 

■河川の外水位が高い状況が継続し、内水被害が発生したため、矢口川、奥迫川で排水ポンプ車を追加し、排水作業を実施しました。 

22 

矢口川排水機場 

戸坂排水機場 

三篠川 

根谷川 

太田川 

矢口川排水機場 

太田川 

戸坂排水機場 

太田川 

奥迫川緊急内水排水機場 

矢口川の内水被害状況(7月7日) 

 

矢口川排水機場地点 

内水浸水範囲 86,100m2 

床下浸水戸数 約30戸 

床上浸水戸数 約60戸 

矢口川の排水作業状況 

戸坂川の内水被害状況(7月7日) 

奥迫川の排水作業状況 

第11回 太田川河川整備懇談会 

奥迫川緊急内水排水機場地点 

内水浸水範囲 201,000m2 

床下浸水戸数 約70戸 

床上浸水戸数 約150戸 

戸坂排水機場地点 

内水浸水範囲 136,000m2 

床下浸水戸数 約20戸 

床上浸水戸数 約10戸 



23 広島県：平成30年７月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方検討会 資料より抜粋 

平成30年7月豪雨の概要 【三篠川（広島県管理）の被災状況等】 第11回 太田川河川整備懇談会 

降雨・被害状況等 

■ 水文量 
•流域平均雨量(１時間を除く)は、昭和28年以降の既往最大を観測 
•向原水位観測所において観測史上最高水位2.45mを観測するとともに，氾濫危険水位（1.15m）超過時間は約14時間に及んだ 

継続時間 1時間 3時間 6時間 12時間 24時間 

雨量(mm) 49 95 145 200 308 

0k～9k 

N

国土地理院地図をもとに広島県が作成 

9k～19k 

栄堂川 

N

護岸の被災状況 

橋梁の被災状況 

    浸水範囲  
       ※航空写真及び現地調査結果による 

    浸水範囲  
       ※航空写真及び現地調査結果による 

■ 被害状況 
•浸水面積は全体で約110ha（現地調査より），家屋浸水被害は約343戸 
•護岸等施設被害は61箇所※，約10㎞に及ぶ 
•浸水被害に加え，落橋など橋梁の被災も多く発生 
 ※８月20日時点集計・連続する被災箇所は１箇所で計上 

 



平成30年7月豪雨の概要 【三篠川（広島県管理区間）の災害復旧予定】 第11回 太田川河川整備懇談会 

広島県へオリジナルＰＰＴ依頼中 

N

N

① 

② 

③ 

④ 

特に流下能力が不足しており，浸水被害や橋梁の崩落といった甚大な被害が発生した区間 

   浸水範囲 

河床掘削 
河道拡幅 

整備イメージ 

国土地理院地図をもとに広島県が作成 

三篠川流域 治水対策のロードマップ 

 的確な避難行動につながるようソフト対策の 
 充実を図る 

○洪水流下に影響のある堆積土砂等について，堆積状況を把握しながら，適切な維持
管理に努める 

○浸水リスクの周知 ○避難等に資する基盤整備 
○避難勧告等発令のための情報提供 ○避難に関する啓発活動 

○河床低下による護岸崩壊を防ぐため，水衝部や堰直下等における洗堀対策の強化等 

対策実施期間 
当面（5年） 中長期 

緊急的・集中的に治水機能の強化 
を図るための対策を実施 

（河道拡幅，河床掘削，築堤・護岸等） 

・被災流量を流下可能な計画とする 
・河積を拡大し，流下能力を確保する 

洪水流に強い護岸整備を実施する 

適切な維持管理により流下能力を確保する 

○越水による浸水被害防止を目的として整備実施区間を選定 
○早期の治水安全度向上を図るため，河道拡幅や河床掘削等を実施 
○背後地の状況から，堤防法線を基本とした既設護岸・堤防の嵩上げ 

計画高水流量を安全に流下 
できるよう対策を実施 

（引堤による河道断面確保） 

対策方針Ⅰ：流下能力の向上 

対策方針Ⅲ：堤防・護岸の強化 

対策方針Ⅳ：適切な維持管理 

対策方針Ⅴ：ソフト対策 

 崩落したＪＲ橋  ④ ①  護岸が被災し危険にさらされた家屋 ③ 

 大寺橋が崩落 

②  広範囲にわたり溢水が発生 

• 河道拡幅及び河床掘削による流下能力
の向上 

• 湾曲部の法線是正 
• 河川改修に合わせた橋梁の架け替え 

• 河道拡幅及び河床掘削による流下能力
の向上 

• 現況法線を基本とした，既設護岸・堤防の嵩上げに
よる流下能力の向上 

• 水衝部における洪水流に強い護岸整備
の実施 

• 河道掘削による流下能力の向上 

24 広島県：平成30年７月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方検討会 資料より 



第11回 太田川河川整備懇談会 降雨状況の変化による浸水想定 
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■平成30年7月豪雨で太田川流域で記録した301mm/2日降雨が、平成17年9月洪水のように本川上流域を中心に降った場合、太田川本川におい
ても浸水被害が発生したと想定されます。 

『太田川において、平成30年7月豪雨のような雨が太田川上流域に降っていたら？』 

※本図は、平成30年7月豪雨（２日間で301mm）の降雨が、戦後最大洪水を記録した平成17年9月洪水のような上
流域を中心に降った場合を想定し、浸水の可能性がある範囲と最大浸水深を表したものです。 

※河川が溢水・破堤氾濫した場合、その氾濫水により浸水する区域ごとに、被害最大となる破堤地点を想定し
て氾濫の解析を実施しています。 

※破堤地点は、太田川、天満川、旧太田川、元安川としています。 

太田川 

根谷川 

太田川 

三篠川 



治水事業の効果 

26 



130

0

50

100

150

整備前 整備後

被
害

額
（
億
円

）

被害額

第11回 太田川河川整備懇談会 治水事業の効果～根谷川改修工事・太田川中流部洪水対策～ 
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＜本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。＞ 

＜出水状況写真＞ 

■根谷川流域では、流域平均累加雨量が381mmを記録、新川橋観測所では氾濫危険水位を超過しました。 
  太田川本川において、飯室水位観測所では、氾濫注意水位を超過しました。 
■根谷川は、平成26年8月20日広島土砂災害以降整備を促進しています。堤防整備・引堤・河道掘削による水位低下が効果があり、浸水被害が防止されました。 
■太田川中流部は、平成17年9月洪水により床上浸水被害が発生した18地区において再度災害防止対策を実施しており、平成28年度に完成しました。平成30年7月洪水に
おいて太田川本川は大規模な洪水には至りませんでしたが、堤防が無ければ再び浸水していたと想定されます。 

× R3k800 根谷川 

太田川 

・可部小学校

広島市

安佐北区
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上原橋水位観測所
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・安佐北警察署

× 

R3k800 

築堤完成 

根谷川 

位置図 

間野平 

〈出水状況写真〉 

【H17】床上浸水被害あり 
【H30】被害なし 

H17.9水位 
  
 
 

H30.7水位 

【太田川床上対策事業（間野平）】 【被害軽減効果】 

【根谷川】 



治水事業の効果～温井ダム～ 
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■温井ダム上流の流域では流域平均雨量256mmとなり、ダムへの最大流入量は毎秒約480m3を記録しました。 
■温井ダムでは防災操作を実施し、さらに太田川下流の被害低減を図るため特別防災操作に切り替え、放流量を毎秒100m3まで絞り、 
  合計約１千万m3の量の洪水を貯め、最大毎秒315m3の洪水を貯めました。 
■特別防災操作により広島市安佐北区安佐町飯室付近の水位をさらに約40cm低減させる効果があったものと推定されます。 

位置図 

＜本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。＞ 

通常時の水位 洪水時の水位 

温井ダムの貯留状況 飯室付近における特別防災操作の効果 

第11回 太田川河川整備懇談会 
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■点検結果の整理 

項目 点検結果 今後の方針・課題等 

（１） 
事業の進捗 
状況について 

○高潮対策は整備計画に基づき整備が進められて
います。 

○根谷川整備は、平成26年8月洪水を受け事業を
促進しています。 

○太田川下流部（亀山地区）は、ＪＲ可部線の延
伸・平成34年春開業予定の広島市立安佐市民病
院の移転と連携した事業を実施しています。 

○引き続き河川整備計画に基づく河  
 川整備を促進します。 
 
○祇園・大芝水門は、今後の太田川
中流部や支川の整備促進による流
量負荷に対応し、市内派川の流下
能力を踏まえた適切な分派施設とし
て検討します。 

（２） 
平成30年7月 
豪雨をふまえた 
点検 

○三篠川で計画高水位を超過しました。 
○三篠川で戦後最大流量を記録しました。 
○三篠川および根谷川で堤防の欠損が発生しまし
た。 

○三篠川において、再度災害防止
の観点から平成30年7月豪雨対応
を検討します。 

○三篠川流域では戦後１位、太田川流域で戦後第
３位の2日雨量を記録しました。 

○梅雨前線型の洪水としては、昭和47年7月に次ぐ
大きな洪水となりました。 

○前線型の洪水は予測が困難で、集中的な降雨に
より甚大な被害を発生する恐れがあります。 

○平成30年7月豪雨で太田川流域
で記録した301mm/2日降雨が、平
成17年9月洪水のように本川上流
域を中心に降った場合、太田川本
川においても浸水被害が発生した
と想定されます。 

○根谷川、太田川中流部、温井ダムの治水事業の
効果が確認できました。 

○ハード・ソフト対策を一体的・計画  
 的に推進し大規模水害に対する減  
 災対応を進めていきます。 
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